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１ 目的 

予算編成における意思決定過程の公表は、市民の皆様からお預かりした税金を１円た

りとも無駄にすることなく、いかに効率よく効果的な事業に配分をしていくかなどの説

明責任を全うすることを目的とするものです。 

予算編成過程を分かりやすく公表し、積極的な行政情報の「見える化」を図り、情報

公開日本一を目指していきます。 

２ 公表の内容 

（１）予算要求及び査定の状況（会計別・款別） 

（２）全事務事業の要求と査定経過 

３ 本資料について 

（１）本資料は、平成２４年度補正予算編成における、各局の予算要求から財政局長・市

長査定を経て、議会へ提出した予算案を編成する過程を示したものです。 

（２）査定とは、各局から要求のあった経費の妥当性などを調査し、決定することをいい

ます。今回の公表では、財政局長査定額と市長査定額を掲載しています。 

（３）問い合わせ先 

① 事業の内容及び予算要求内容 ⇒ 各事業所管課 

② 事業の査定結果 ⇒ 財政課 
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４ 予算要求及び査定の状況（議案第１号～１４号）
（１）　会計別一覧

（単位：千円）

補正前の額 補正額 要求額 財政局長査定 市長査定

440,197,852 △ 4,016,234 △ 4,016,234 △ 4,016,234 △ 4,016,234

国 民 健 康 保 険 事 業 118,115,801 1,176,239 1,176,239 1,176,239 1,176,239

後 期 高 齢 者 医 療 事 業 17,926,000 △ 125,215 △ 12,101 △ 12,101 △ 12,101

介 護 保 険 事 業 64,179,818 △ 12,101 △ 125,215 △ 125,215 △ 125,215

母 子 寡 婦 福 祉 資 金 貸 付 事 業 64,000

食肉中央卸売市場及びと畜場事業 374,800

用 地 先 行 取 得 事 業 887,000 △ 36,933 △ 36,933 △ 36,933 △ 36,933

大 宮 駅 西 口 都 市 改 造 事 業 1,928,000 △ 311,665 △ 311,665 △ 311,665 △ 311,665

深 作 西 部 土 地 区 画 整 理 事 業 36,000

東 浦 和 第 二 土 地 区 画 整 理 事 業 1,738,000 △ 48,512 △ 48,512 △ 48,512 △ 48,512

浦和東部第一特定土地区画整理事業 2,094,000 △ 98,963 △ 98,963 △ 98,963 △ 98,963

南 与 野 駅 西 口 土 地 区 画 整 理 事 業 563,000 △ 83,445 △ 83,445 △ 83,445 △ 83,445

指 扇 土 地 区 画 整 理 事 業 214,000 △ 39,200 △ 39,200 △ 39,200 △ 39,200

江 川 土 地 区 画 整 理 事 業 560,000 △ 74,900 △ 74,900 △ 74,900 △ 74,900

南 平 野 土 地 区 画 整 理 事 業 130,000 △ 29,304 △ 29,304 △ 29,304 △ 29,304

公 債 管 理 5,594,000 △ 17,600 △ 17,600 △ 17,600 △ 17,600

計 214,404,419 298,401 298,401 298,401 298,401

企 水 道 事 業 44,005,580

業 病 院 事 業 14,908,667

会 下 水 道 事 業 48,210,218 △ 2,789,330 △ 2,789,330 △ 2,789,330 △ 2,789,330

計 計 107,124,465 △ 2,789,330 △ 2,789,330 △ 2,789,330 △ 2,789,330

761,726,736 △ 6,507,163 △ 6,507,163 △ 6,507,163 △ 6,507,163合 計

会 計 名

一 般 会 計

特

別

会

計
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（２）　款別一覧(一般会計)
（歳　入） （単位：千円）

補正前の額 補正額 要求額 財政局長査定 市長査定

1 市 税 215,025,128 　 　 　

2 地 方 譲 与 税 2,958,001 　 　 　

3 利 子 割 交 付 金 494,000 　 　 　

4 配 当 割 交 付 金 364,000 　 　 　

5 株 式 等 譲 渡 所 得 割 交 付 金 112,000 　 　 　

6 地 方 消 費 税 交 付 金 10,422,000 　 　 　

7 ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金 70,000 　 　 　

8 特 別 地 方 消 費 税 交 付 金 1 　 　 　

9 自 動 車 取 得 税 交 付 金 1,263,001 　 　 　

10 軽 油 引 取 税 交 付 金 6,001,001 　 　 　

11 地 方 特 例 交 付 金 1,000,000 △ 23,520 △ 23,520 △ 23,520 △ 23,520

12 地 方 交 付 税 7,245,000 546,529 546,529 546,529 546,529

13 交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金 405,000 　 　 　

14 分 担 金 及 び 負 担 金 3,967,161 3,180 3,180 3,180 3,180

15 使 用 料 及 び 手 数 料 6,355,580 △ 340,252 △ 340,252 △ 340,252 △ 340,252

16 国 庫 支 出 金 66,876,145 △ 1,788,978 △ 1,788,978 △ 1,788,978 △ 1,788,978

17 県 支 出 金 16,331,322 38,423 38,423 38,423 38,423

18 財 産 収 入 1,527,537 358,331 358,331 358,331 358,331

19 寄 附 金 24,261 481 481 481 481

20 繰 入 金 10,224,796 △ 2,034,504 △ 2,034,504 △ 2,034,504 △ 2,034,504

21 繰 越 金 5,770,359 761,930 761,930 761,930 761,930

22 諸 収 入 30,318,559 156,679 156,679 156,679 156,679

23 市 債 53,443,000 △ 1,694,533 △ 1,694,533 △ 1,694,533 △ 1,694,533

440,197,852 △ 4,016,234 △ 4,016,234 △ 4,016,234 △ 4,016,234

（歳　出） （単位：千円）

補正前の額 補正額 要求額 財政局長査定 市長査定

1 議 会 費 1,614,518 △ 7,664 △ 7,664 △ 7,664 △ 7,664

2 総 務 費 42,660,449 △ 291,812 △ 291,812 △ 291,812 △ 291,812

3 民 生 費 158,981,274 △ 789,513 △ 789,513 △ 789,513 △ 789,513

4 衛 生 費 39,415,446 △ 160,721 △ 160,721 △ 160,721 △ 160,721

5 労 働 費 703,596 △ 83,932 △ 83,932 △ 83,932 △ 83,932

6 農 林 水 産 業 費 1,411,892 6,000 6,000 6,000 6,000

7 商 工 費 15,960,497 △ 110,579 △ 110,579 △ 110,579 △ 110,579

8 土 木 費 81,254,109 △ 1,512,185 △ 1,512,185 △ 1,512,185 △ 1,512,185

9 消 防 費 14,571,450 △ 374,497 △ 374,497 △ 374,497 △ 374,497

10 教 育 費 36,432,744 △ 124,328 △ 124,328 △ 124,328 △ 124,328

11 災 害 復 旧 費 5 　 　 　

12 公 債 費 46,991,872 △ 567,003 △ 567,003 △ 567,003 △ 567,003

13 予 備 費 200,000 　 　 　

440,197,852 △ 4,016,234 △ 4,016,234 △ 4,016,234 △ 4,016,234

歳  入  合  計

款

款

歳　出　合　計
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（３）　全事務事業の要求と査定経過
（一般会計） （単位：千円）

41 2款 1項 3目

43 2款 1項 11目

51 3款 2項 2目

53 3款 4項 2目

局/部/課 保健福祉局/福祉部/障害福祉課

＜事業の目的・内容＞

局/部/課 子ども未来局/子ども育成部/児童相談所

予算書Ｐ. 民生費 障害者福祉費 障害者福祉費

事務事業名

　市単独の事業を主とする障害施策を実施することにより、障害者の日常生活に
おける自立と社会参加を促進する事業です。
　そのうち、心身障害児特別療育事業について、児童福祉法改正による障害児入
所施設の体系変更に伴う所要の改正により、補助対象児(者)が増加することか
ら、不足見込額の補正を行うものです。

要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

補正額 55

補正前予算額 439,579

28,630

A

55総務費 総務管理費 自治振興費

財政局長

〔要求と査定経過〕

要求 8,182

8,182

民生費 児童福祉費 児童福祉費

補正額児童福祉施設入所措置等事業

〔要求と査定経過〕

補正額 28,630

局/部/課 総務局/総務部/総務課

事務事業名 文書管理事業

〔要求と査定経過〕

局/部/課 市民・スポーツ文化局/スポーツ文化部/文化振興課

28,630

28,630

要求

財政局長

市長

査定区分

予算書Ｐ. 総務費 総務管理費 事務管理費

事務事業名 文化財産等取得基金積立金

＜事業の目的・内容＞

　市民あて通知等の郵便物については、庁舎ごとに取りまとめ、割引制度を活用
しながら発送していますが、人口増や各事務事業の対象者増によって通知等の量
が増加しており、郵便料予算の不足が見込まれることから、補正を行うもので
す。

査定の考え方

予算書Ｐ.

〔要求と査定経過〕

要求

事務事業名

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

＜事業の目的・内容＞ 55

55

補正前予算額 961

　文化財産等を取得するために積み立てている文化財産等取得基金に対して、積
立てを行います。

障害者支援事業 補正額 8,182

財政局長

市長

査定区分 A

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

＜事業の目的・内容＞ 102,100

102,100

財政局長

要求予算書Ｐ.

　児童養護施設等の入所措置、若しくは一時保護委託した場合、または里親に委
託措置した場合に、児童福祉法第45条の最低基準を維持するために要する入所児
童処遇費、職員処遇費及び施設の維持管理費を支弁します。
　国庫負担金要綱の改正により、当初の見込みより児童福祉施設等に係る保護単
価が大きく増加し、法律に基づく支払いができなくなるおそれがあるため、補正
するものです。

102,100

A

補正前予算額 1,690,514

市長

査定区分

8,182

補正前予算額 721,108

市長

査定区分 A

102,100

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

〔査定区分〕　A:要求どおり　B:査定率(査定/要求)80％～100％未満　C:査定率60％～80％　D:査定率40％～60％　E:査定率
40％未満
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（一般会計） （単位：千円）

55 3款 8項 1目

55 4款 1項 1目

55 4款 1項 2目

55 4款 1項 2目

局/部/課 保健福祉局/保健所/精神保健課

＜事業の目的・内容＞

保健衛生費 予防費

事務事業名

局/部/課

保健福祉局/保健所/地域保健支援課

保健福祉局/福祉部/国民健康保険課

事務事業名 国民健康保険事業特別会計繰出金

〔要求と査定経過〕

補正額 28,894

28,894

予算書Ｐ. 民生費 国民健康保険費 国民健康保険費 要求

財政局長

28,894

事務事業名 精神保健福祉事業（精神保健課） 補正額 3,178

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

市長

査定区分 A

　国民健康保険事業特別会計繰出金は、保険基盤安定繰出金、事務費負担金相当
額(職員給与費等)及びその他法定外分を一般会計から繰出すことにより、国民健
康保険事業特別会計における財政健全化を図ります。
　このうち、保険基盤安定負担金の額が当初の見込みを上回ったことから、補正
を行うものです。

28,894

補正前予算額 7,476,109

＜事業の目的・内容＞

3,178

予算書Ｐ. 衛生費 保健衛生費 保健衛生総務費 要求

55,950

55,950

　精神障害者の自立した地域生活が継続できることを目的として、市民への精神
障害の理解を深めると共に、精神障害者に対する適切な医療及び保健・福祉の提
供により、早期治療及び再発防止を図ります。
　平成23年度に国から交付された精神保健費国庫負担(補助)金に超過交付が生じ
たため、超過交付分を返還します。また、平成23年度に措置入院先病院から返還
金(過誤調整)が発生したため、過年度超過交付分についても返還します。

3,178

補正前予算額 48,817

市長

A

局/部/課

査定の考え方

査定区分

局/部/課 保健福祉局/保健所/疾病予防対策課

事務事業名 感染症予防事業（疾病予防対策課）

予算書Ｐ. 衛生費

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

財政局長

3,178

〔要求と査定経過〕

要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

財政局長

市長

査定区分 A

＜事業の目的・内容＞

　不妊治療のうち、特定不妊治療(体外受精及び顕微授精)を受ける市民に対し、
その治療費の一部を助成します。
　特定不妊治療費助成金の申請は年々増加しており、当初の見込みを上回る申請
数により、予算の不足が見込まれるため、補正を行うものです。

財政局長

市長

2,811

母子保健事業（地域保健支援課）

　感染症の予防及びまん延防止のため、検診、医療費公費負担、啓発指導、感染
症発生動向調査等を行います。
　平成23年度に国から交付された感染症予防事業等国庫負担(補助)金に超過交付
が生じたため、当該超過交付金を返還します。

2,811

補正前予算額 129,732

補正額 55,950

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

査定区分 A

補正前予算額 237,704

＜事業の目的・内容＞

予算書Ｐ. 衛生費 保健衛生費 予防費

補正額

2,811

要求

〔要求と査定経過〕

要求

2,811

〔要求と査定経過〕

55,950

〔査定区分〕　A:要求どおり　B:査定率(査定/要求)80％～100％未満　C:査定率60％～80％　D:査定率40％～60％　E:査定率
40％未満

-5-



（一般会計） （単位：千円）

55 4款 1項 2目

57 4款 1項 6目

69 8款 8項 1目

69 9款 1項 3目

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 10,398

　(仮称)緑消防署等複合施設整備事業の実施設計で完成した図面等について、今
後予定されている建築審査会からの意見を踏まえた修正及び各種申請手続きを行
う必要があるため、修正設計業務の補正を行うものです。
　また、指令センター庁舎整備事業において、非常用発電機室等の設置が必要と
なり、実施設計費用等に不足が生じたほか、馬宮分団車庫増設整備事業におい
て、施設計画の変更により建設工事費用に不足が生じたため、補正を行うもので
す。

市長 10,398

査定区分 A

補正前予算額 310,391

局/部/課 消防局/総務部/消防施設課 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 消防費 消防費 消防施設費 要求 10,398

予算書Ｐ.

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

事務事業名 消防施設等整備事業 補正額 10,398

　下水道事業における公費負担分(雨水処理に係る経費等)を一般会計で負担し、
かつ、汚水処理に係る経費における下水道使用料等の支出に対する不足分の補助
を行います。
　下水道事業会計において、下水道事業会計繰出金の対象となる、雨水処理に係
る経費等及び全国的に緊急に実施する地方公営企業関係の防災・減災事業に要す
る経費が増加したため、増額補正を行います。

市長 17,554

査定区分 A

補正前予算額 7,209,161

保健衛生費 予防費

事務事業名 下水道事業会計繰出金

衛生費

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

補正額 17,554

　市営霊園の施設管理を行うとともに、墓所及び思い出の里会館等の管理運営を
円滑に行います。
　都市計画法による事業認可を得て、思い出の里市営霊園事業用地約27haの取得
を昭和46年より進めていますが、未だ約2,900㎡が未買収となっています。今回土
地所有者より土地売却の意向が示されたことから、未買収地の一部(約2,800㎡)を
取得するものです。

補正前予算額 225,371

91,411

91,411

91,411

査定区分 A

保健衛生費 葬祭霊園費

市長

財政局長

要求

＜事業の目的・内容＞

236,904

局/部/課 保健福祉局/保健部/思い出の里市営霊園事務所

事務事業名 思い出の里維持管理事業

事務事業名

236,904

補正前予算額 3,788,176

236,904

236,904

補正額

補正額

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

＜事業の目的・内容＞

　市民の健康づくりを推進するために、健康診査、健康教育等を実施するととも
に、健康づくりに対する意識の向上と知識の普及・啓発により健康の保持増進を
図ります。
　がん検診等の健康診査において、当初の見込みを上回る受診者数の増加があ
り、予算不足が見込まれることと、平成23年度に国から交付された補助金に超過
交付が生じたことから、当該超過交付分を償還するため、補正を行うものです。

局/部/課 保健福祉局/保健所/地域保健支援課 〔要求と査定経過〕

要求

財政局長

市長

査定区分 A

予算書Ｐ. 衛生費

健康づくり健診事業

〔要求と査定経過〕

91,411

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 17,554

予算書Ｐ. 土木費 公共下水道費 要求公共下水道費

局/部/課 建設局/下水道部/下水道財務課 〔要求と査定経過〕

17,554

〔査定区分〕　A:要求どおり　B:査定率(査定/要求)80％～100％未満　C:査定率60％～80％　D:査定率40％～60％　E:査定率
40％未満
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（一般会計） （単位：千円）

71 10款 2項 3目

73 10款 3項 3目

73 10款 6項 2目

41～71 2～10

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 965,193

　当初予算に計上していない勧奨退職及び普通退職等に対する退職手当の発生に
より職員手当等に不足が見込まれること、並びに職員構成の変動等に伴い給料及
び職員手当等に不足が見込まれることから、補正を行うものです。

市長 965,193

査定区分 A

補正前予算額 -

局/部/課 総務局/人事部/職員課、外１課 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 総務費～教育費 要求 965,193

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

事務事業名 職員人件費（給与課）、外１事業 補正額 965,193

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 109,283

　バリアフリー化や屋上防水等の改修を行うことで、施設の長寿命化を図るとと
もに来館者にとって安全・安心な施設環境を整備します。
　現在老朽化が進み、雨漏りにより公民館利用に影響が出ております。このまま
放置すると漏電の危険性が高まるとともに、建物全体の劣化を早めることが懸念
される公民館２館について屋上防水・外壁改修工事が必要であることから、補正
を行うものです。

市長 109,283

査定区分 A

補正前予算額 58,529

局/部/課 教育委員会事務局/生涯学習部/生涯学習総合センター 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 教育費 社会教育費 公民館費 要求 109,283

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、経費を精査して計上しました。

事務事業名 公民館安心安全整備事業 補正額 109,283

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 329,422

　本事業は、老朽化した校舎等について屋上防水、外壁・内壁塗装、トイレ等の
改修を行う事業です。補正事業につきましては、国の経済対策に対応する事業と
して、老朽化したトイレの改修及び下水道接続工事を前倒して実施するもので
す。

市長 329,422

査定区分 A

補正前予算額 435,423

局/部/課 教育委員会事務局/管理部/学校施設課 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 教育費 中学校費 学校建設費 要求 329,422

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

事務事業名 各校営繕事業[中] 補正額 329,422

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 147,950

　本事業は、老朽化した校舎等について屋上防水、外壁・内壁塗装、トイレ等の
改修を行う事業です。補正事業につきましては、国の経済対策に対応する事業と
して、老朽化したトイレの改修を前倒して実施するものです。

市長 147,950

査定区分 A

補正前予算額 614,966

局/部/課 教育委員会事務局/管理部/学校施設課 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 教育費 小学校費 学校建設費 要求 147,950

事務事業名 各校営繕事業[小] 補正額 147,950

〔査定区分〕　A:要求どおり　B:査定率(査定/要求)80％～100％未満　C:査定率60％～80％　D:査定率40％～60％　E:査定率
40％未満
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（一般会計） （単位：千円）

51～65 3～8

局/部/課 保健福祉局/福祉部/高齢福祉課、外５課 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 民生費～土木費 要求 5,708,973

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 5,708,973

　土地開発公社保有地は、市の厳しい財政状況の中、計画変更により事業計画が
消滅するなど、当初予定していた買戻しが進まず保有期間が長期化しています。
　当初取得した費用に当該保有地に係る借入金の支払利子や管理経費などが加わ
り、買い戻す際の財政負担が増加していることから、土地開発公社保有地の買戻
しを進めることにより、土地開発公社の金利負担を軽減するとともに、今後、市
において利活用の促進を図ります。

市長 5,708,973

査定区分 A

補正前予算額 -

査定の考え方

事務事業名 老人福祉センター等管理運営事業、外５事業 補正額 5,708,973

要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

〔査定区分〕　A:要求どおり　B:査定率(査定/要求)80％～100％未満　C:査定率60％～80％　D:査定率40％～60％　E:査定率
40％未満
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(一般会計：継続費) （単位：千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

0 0 212,900 0 16,252

0 0 212,900 0 16,252

0 0 429,300 0 51,137

0 0 429,300 0 51,137

0 0 354,000 0 121,451

0 0 354,000 0 121,451

0 0 456,300 0 54,110

0 0 456,300 0 53,440

0 0 1,452,500 0 242,950

0 0 1,452,500 0 242,280

0 0 0 0 98,931

0 0 0 0 98,931

0 0 0 0 37,999

0 0 0 0 0

0 0 0 0 136,930

0 0 0 0 98,931

0 0 440,000 0 117,000

0 0 440,000 0 117,000

0 0 1,040,000 0 273,029

0 0 960,000 0 253,029

0 0 1,480,000 0 390,029

0 0 1,400,000 0 370,029

0 0 165,000 0 59,000

0 0 0 0 0

10,243 0 982,700 0 351,057

0 0 165,000 0 59,000

6,829 0 489,900 0 175,271

0 0 990,900 0 353,100

- - - - -

0 0 495,300 0 176,700

17,072 0 1,637,600 0 585,328

0 0 1,651,200 0 588,800

0 0 33,000 0 11,000

0 0 33,000 0 11,000

117,267 0 52,700 0 6,033

110,522 0 42,000 0 4,721

117,267 0 85,700 0 17,033

110,522 0 75,000 0 15,721

0 0 145,500 0 48,500

0 0 145,500 0 48,500

0 0 218,200 0 72,800

0 0 163,400 0 54,542

0 0 363,700 0 121,300

0 0 308,900 0 103,042

＜補正理由＞
契約差額による不用額の減額補正を行う。 計

補正前 485,000

補正後 411,942

補正前 194,000

補正後 194,000

H24
補正前 291,000

補正後 217,942

10 6
教育委員会
事 務 局

生涯学習総合
セ ン タ ー

領 家 公 民 館
改 築 事 業

H23

＜補正理由＞
契約差額による不用額の減額補正を行う。 計

補正前 220,000

補正後 201,243

補正前 44,000

補正後 44,000

H24
補正前 176,000

補正後 157,243

10 2
教育委員会
事 務 局

学 校 施 設 課
栄 小 学 校
校 舎 解 体 事 業

H23

＜補正理由＞
関係先との調整や各種申請手続きに時間を要することか
ら、建設工事のスケジュールを平成25年度から平成27年
度までに見直すもの。

計

補正前 2,240,000

補正後 2,240,000

補正前 672,000

補正後 1,344,000

H27
補正前 -

補正後 672,000

9 1 消 防 局 消 防 施 設 課
( 仮 称 ) 緑 消 防
署 等 複 合 施 設
整 備 事 業

H26

補正前 224,000

補正後 0

H25
補正前 1,344,000

補正後 224,000

H24

＜補正理由＞
契約差額による不用額の減額補正を行う。 計

補正前 1,870,029

補正後 1,770,029

補正前 557,000

補正後 557,000

H24
補正前 1,313,029

補正後 1,213,029

3 4 子ども未来局 幼 児 政 策 課
( 仮 称 ) 大 宮 駅
西 口 第 四 地 区
複合施設整備事業

H23

＜補正理由＞
契約差額による不用額の減額補正を行う。 計

補正前 136,930

補正後 98,931

補正前 98,931

補正後 98,931

H24
補正前 37,999

補正後 0

2 9 総 務 局 防 災 課
総 合 防 災 情 報
システム整備事業

H23

左　の　財　源　内　訳

H21
補正前 229,152

＜補正理由＞
契約差額による不用額の減額補正を行う。 計

補正前 1,695,450

補正後 1,694,780

H23
補正前 475,451

補正後 475,451

H24
補正前 510,410

補正後 509,740

2 9 総 務 局 防 災 課

款 項 局　名 課所名 事業名 年度

補正後 229,152

H22
補正前 480,437

補正後 480,437

年割額

防 災 行 政 無 線
( 同 報 系 )
デジタル化再構築
整 備 事 業
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(一般会計：継続費) （単位：千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

左　の　財　源　内　訳
款 項 局　名 課所名 事業名 年度 年割額

9,653 0 272,800 0 87,947

9,653 0 272,800 0 87,947

2,415 0 68,300 0 21,885

0 0 0 0 0

12,068 0 341,100 0 109,832

9,653 0 272,800 0 87,947

9,653 0 295,000 0 95,347

9,653 0 295,000 0 95,347

2,415 0 73,600 0 23,985

4,968 0 30,900 0 9,151

12,068 0 368,600 0 119,332

14,621 0 325,900 0 104,498

＜補正理由＞
契約差額による不用額の減額補正を行う。 計

補正前 500,000

補正後 445,019

補正前 400,000

補正後 400,000

H24
補正前 100,000

補正後 45,019

10 7
教育委員会
事 務 局

学 校 施 設 課
岩 槻 中 学 校
給食施設整備事業

H23

＜補正理由＞
契約差額による不用額の減額補正を行う。 計

補正前 463,000

補正後 370,400

補正前 370,400

補正後 370,400

H24
補正前 92,600

補正後 0

10 7
教育委員会
事 務 局

学 校 施 設 課
上 里 小 学 校
給食施設整備事業

H23
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（一般会計：繰越明許費追加） （単位：千円）

2 総務費 1
総務管理
費

財政局 用地管財課 3,300

査定区分
A

2 総務費 1
総務管理
費

市民・スポーツ
文化局

文化振興課 4,500

査定区分
A

2 総務費 2 企画費
市民・スポーツ
文化局

スポーツ振興課 26,000

査定区分
A

3 民生費 1
社会福祉
費

保健福祉局 福祉総務課 2,688

査定区分
A

3 民生費 4
児童福祉
費

子ども未来局 子育て支援課 17,938

査定区分
A

3 民生費 4
児童福祉
費

子ども未来局 幼児政策課 67,402

査定区分
A

要求 67,402 財政局長 67,402 市長 67,402

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

要求 17,938 財政局長 17,938 市長 17,938

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

要求 26,000 財政局長 26,000 市長 26,000

多目的広場整備事業

要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

要求 4,500 財政局長 4,500 市長 4,500

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

＜繰越理由＞
既存園舎解体中に想定外のアスベストが検出され、その除去のための工期を延長する必要が生じたことから、年度
内の工事完了が見込めないため。

＜繰越理由＞
多目的広場(北区奈良町90－11外)の整備において、地元住民等との調整に不測の日数を要し、年度内の業務完了が
見込めないため。

＜繰越理由＞
第２期保健福祉総合計画(地域福祉計画)の策定作業に際し、さらに地域のニーズを把握する必要があり、年度内の
計画策定完了が見込めないため。

＜繰越理由＞
施設修繕にかかる設計業務において、関係機関との調整に不測の日数を要したため。

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

要求 2,688 財政局長 2,688 市長 2,688

査定の考え方

＜繰越理由＞
平成24年に実施した本郷自治会館の耐震診断業務の結果、施設の構造上、より詳細な調査が必要となり、年度内の
業務完了が見込めないため。

＜繰越理由＞
(仮称)岩槻人形会館建設設計修正業務について、地元団体との調整が終了しておらず、年度内に現設計の修正が見
込めないため。

款 項 局名 課所名 金額

要求 3,300 財政局長 市長 3,300

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

公有財産管理事業

事業名

（仮称）岩槻人形会館整備事業

3,300

福祉総合計画進行管理及び地域
福祉等推進事業

母子生活支援施設管理運営事業

民間保育所等施設整備事業
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（一般会計：繰越明許費追加） （単位：千円）

款 項 局名 課所名 金額事業名

4 衛生費 2 清掃費 環境局
新クリーンセン
ター建設準備室

5,413

査定区分
A

8 土木費 2
道路橋
りょう費

建設局 道路環境課 443,825

査定区分
A

8 土木費 2
道路橋
りょう費

建設局 道路環境課 619,208

査定区分
A

8 土木費 2
道路橋
りょう費

建設局 道路計画課 1,774,000

査定区分
A

8 土木費 2
道路橋
りょう費

建設局 道路環境課 502,142

査定区分
A

8 土木費 2
道路橋
りょう費

建設局 道路環境課 226,121

査定区分
A

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

＜繰越理由＞
関係機関及び地元地権者との調整に不測の日数を要したため。

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

要求 226,121 財政局長 226,121 市長 226,121

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

要求 502,142 財政局長 502,142 市長 502,142

要求 443,825 財政局長 443,825 市長 443,825

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

要求 5,413 財政局長 5,413 市長 5,413

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

＜繰越理由＞
関係機関及び地元地権者との調整に不測の日数を要したため。

＜繰越理由＞
関係機関及び地元地権者との調整に不測の日数を要したため。

＜繰越理由＞
工事については、関係機関との調整に不測の日数を要したため。
用地取得・補償については、相手方の同意を概ね得ているものの契約まで至らないため。また、移転先の選定に時
間を要し、年度内に買収地の引渡しに至らない見込みのため。

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

要求 1,774,000 財政局長 1,774,000 市長 1,774,000

要求 619,208 財政局長 619,208 市長 619,208

＜繰越理由＞
地元自治会との事前打合せに不測の日数を要し、自治会館の設計業務及びそれに付随する申請業務の年度内の完了
が見込めないため。

＜繰越理由＞
関係機関及び地元地権者との調整に不測の日数を要したため。

新クリーンセンター整備事業

道路維持事業

道路整備事業

道路新設改良事業

橋りょう維持事業

橋りょう整備事業
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（一般会計：繰越明許費追加） （単位：千円）

款 項 局名 課所名 金額事業名

8 土木費 2
道路橋
りょう費

建設局 道路環境課 930,435

査定区分
A

8 土木費 3 河川費 建設局 河川課 1,088,248

査定区分
A

8 土木費 3 河川費 建設局
下水道維持管理
課

29,123

査定区分
A

8 土木費 4
都市計画
費

都市局 都市交通課 89,530

査定区分
A

8 土木費 4
都市計画
費

都市局 都市交通課 23,667

査定区分
A

8 土木費 4
都市計画
費

都市局 都市交通課 16,380

査定区分
A

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

要求 16,380 財政局長 16,380 市長 16,380

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

要求 23,667 財政局長 23,667 市長 23,667

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

要求 89,530 財政局長 89,530 市長 89,530

交通安全施設整備事業

要求 29,123 財政局長 29,123 市長 29,123

要求 930,435 財政局長 930,435 市長 930,435

＜繰越理由＞
コミュニティサイクルシステム導入整備業務について、システム自体のテストや自転車の再配置など運営方法の最
終調整に不測の日数を要したため。

＜繰越理由＞
自転車駐車場用地の範囲や施行方法等について、関係各所との協議に不測の日数を要したため。

＜繰越理由＞
自転車等駐車対策検討業務について、｢安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン｣において示された内容を受
け、走行環境空間の検討に警察や道路管理者等との調整を要し、年度内の事業完了が見込めないため。

＜繰越理由＞
関係機関及び地元地権者との調整に不測の日数を要したため。

＜繰越理由＞
関係機関及び地元地権者との調整に不測の日数を要したため。

＜繰越理由＞
工事については、地元住民との調整に不測の日数を要したため。
維持管理負担金については、埼玉県発注の機器更新工事が落札まで不測の日数を要したため。

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

要求 1,088,248 財政局長 1,088,248 市長 1,088,248

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

河川改修事業

排水路維持管理事業

交通政策事業

自転車駐車場整備事業

自転車駐車場管理事業
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（一般会計：繰越明許費追加） （単位：千円）

款 項 局名 課所名 金額事業名

8 土木費 4
都市計画
費

都市局
日進・指扇周辺ま
ちづくり事務所

22,026

査定区分
A

8 土木費 4
都市計画
費

都市局
岩槻まちづくり
事務所

9,962

査定区分
A

8 土木費 4
都市計画
費

都市局 鉄道高架整備課 2,310,918

査定区分
A

8 土木費 4
都市計画
費

建設局 道路計画課 18,350

査定区分
A

8 土木費 4
都市計画
費

建設局 道路計画課 3,070,403

査定区分
A

8 土木費 4
都市計画
費

都市局 都市公園課 17,600

査定区分
A

＜繰越理由＞
工事については、関係機関との調整に不測の日数を要したため。
用地取得・補償については、相手方の同意を概ね得ているものの契約まで至らない見込みのため。また、移転先の
選定に不測の日数を要し、年度内に買収地の引渡しに至らないため。

街路整備事業

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

要求 3,070,403 財政局長 3,070,403 市長 3,070,403

＜繰越理由＞
浦和駅施設工事等及び乗降場新設工事等に要した費用の一部について、年度内の精算が困難となったため。また、
高架下交差道路整備等について、高架化事業との工程調整を協議した結果、年度内完了が困難となったため。

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

要求 18,350 財政局長 18,350 市長 18,350

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

要求 9,962 財政局長 9,962 市長 9,962

＜繰越理由＞
複合遊具修繕において、地元調整等に不測の日数を要し、発注に遅れが生じたため。また、テニスコート修繕にお
いて、施設の利用予定等の調整により、年度内完了が困難となったため。

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

要求 17,600 財政局長 17,600 市長 17,600

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

都市公園等管理事業

＜繰越理由＞
関係機関との調整に不測の日数を要し、年度内の完成に至らないため。

＜繰越理由＞
関係機関との調整や地権者等との交渉に不測の日数を要したため。

＜繰越理由＞
駅舎改修に伴う建物移転において、権利者との交渉に不測の日数を要したため。

要求 22,026 財政局長 22,026 市長 22,026

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

要求 2,310,918 財政局長 2,310,918 市長 2,310,918

日進駅周辺まちづくり推進事業

岩槻駅舎改修事業

鉄道高架推進事業

街路管理事業
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（一般会計：繰越明許費追加） （単位：千円）

款 項 局名 課所名 金額事業名

8 土木費 4
都市計画
費

都市局 都市公園課 311,809

査定区分
A

8 土木費 5
市街地再開
発事業費

都市局
浦和西部まちづ
くり事務所

5,100

査定区分
A

8 土木費 5
市街地再開
発事業費

都市局
浦和西部まちづ
くり事務所

117,700

査定区分
A

8 土木費 6
土地区画
整理費

都市局 区画整理支援課 1,308,715

査定区分
A

8 土木費 6
土地区画
整理費

都市局
浦和東部まちづ
くり事務所

892,399

査定区分
A

8 土木費 6
土地区画
整理費

都市局
与野まちづくり
事務所

20,835

査定区分
A

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

892,399

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

要求 20,835 財政局長 20,835 市長 20,835

市長 117,700

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

要求 1,308,715 財政局長 1,308,715 市長 1,308,715

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

要求 5,100 財政局長 5,100 市長 5,100

要求 311,809 財政局長 311,809 市長 311,809

与野駅西口土地区画整理事業

＜繰越理由＞
関係機関との調整や地権者等との交渉に不測の日数を要したため。

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

要求 892,399 財政局長 892,399 市長

＜繰越理由＞
平成25年2月末の施設建築物工事完了後、都市計画法第101条登記を行うが、法務局との協議の結果、手続の完了が
平成25年5月となる見込みのため。

＜繰越理由＞
施行地区内で発見された地中埋設物の調査･検討及び撤去に不測の日数を要したため。

＜繰越理由＞
補助金の支出先である区画整理組合において関係機関及び地元地権者との調整に不測の日数を要したため。

武蔵浦和駅第１街区市街地再開
発事業

武蔵浦和駅第３街区市街地再開
発事業

組合施行等土地区画整理支援事
業

浦和東部・岩槻南部地域整備推
進事業

＜繰越理由＞
関係機関との調整や地権者等との交渉に不測の日数を要したため。

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

要求 117,700 財政局長 117,700

＜繰越理由＞
公園整備において、地元調整等に不測の日数を要し、工事に遅れが生じたため。また、施設改修において、施設の
利用予定等の調整により、年度内完了が困難となったため。

都市公園等整備事業
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（一般会計：繰越明許費追加） （単位：千円）

款 項 局名 課所名 金額事業名

8 土木費 6
土地区画
整理費

都市局
岩槻まちづくり
事務所

63,620

査定区分
A

9 消防費 1 消防費 消防局 消防施設課 52,578

査定区分
A

10 教育費 2 小学校費
教育委員会事務
局

学校施設課 38,880

査定区分
A

10 教育費 3 中学校費
教育委員会事務
局

学校施設課 20,748

査定区分
A

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

要求 38,880 財政局長 38,880 市長 38,880

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

要求 52,578 財政局長 52,578 市長 52,578

＜繰越理由＞
校庭改修に要する工事費であり、関係個所との調整に時間を要したため。

＜繰越理由＞
校舎解体工事について、契約の相手方の決定に至らず、年度内の工事完了が見込めないため。

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

要求 20,748 財政局長 20,748 市長 20,748

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

岩槻駅西口土地区画整理事業

消防施設等整備事業

各校営繕事業[小]

各校営繕事業[中]

＜繰越理由＞
関係機関との調整や地権者等との交渉に不測の日数を要したため。

＜繰越理由＞
指令センター実施設計ついて、整備計画の見直しにより年度内の事業完了が見込めないほか、馬宮分団車庫増設工
事について、実施設計業務の遅れにより年度内の事業完了が見込めないため。

要求 63,620 財政局長 63,620 市長 63,620
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（一般会計：繰越明許費変更） （単位：千円）

2 総務費 1
総務管理
費

市民・スポーツ
文化局

コミュニティ推
進課

11,770

査定区分
A

2 総務費 1
総務管理
費

市民・スポーツ
文化局

文化振興課 23,442

査定区分
A

2 総務費 5
区政振興
費

市民・スポーツ
文化局

区政推進室 159,349

査定区分
A

2 総務費 5
区政振興
費

市民・スポーツ
文化局

大宮区役所新庁
舎建設準備室

12,884

査定区分
A

8 土木費 4
都市計画
費

都市局 都市交通課 60,000

査定区分
A

8 土木費 4
都市計画
費

都市局
大宮駅東口まち
づくり事務所

336,747

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

大宮駅周辺地域戦略ビジョン推
進事業

＜繰越理由＞
関係機関との調整や地権者等との交渉に不測の日数を要したため。

要求 60,000 財政局長 60,000 市長 60,000

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

交通バリアフリー推進事業

＜繰越理由＞
補助対象である鉄道事業者より、年度内の事業完了が見込めない可能性があると示されたため。

要求 12,884 財政局長 12,884 市長 12,884

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

大宮区役所新庁舎整備事業

＜繰越理由＞
大宮区役所新庁舎基本計画策定業務において、区役所導入機能の調整に時間を要することから、年度内の業務完
了が見込めないため。

要求 159,349 財政局長 159,349 市長 159,349

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

区役所管理事業

＜繰越理由＞
中央区役所本館耐震補強工事について、封じ込め対策を行っていたアスベストへの対応に際して工期を延長する
必要が生じたことから、年度内の工事完了が見込めないため。

要求 23,442 財政局長 23,442 市長 23,442

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

文化会館管理運営事業

＜繰越理由＞
市民会館うらわ耐震補強基本設計業務委託において、工事箇所の見直し及び設計の修正等が必要となり、年度内
の業務完了が見込めないため。

要求 11,770 財政局長 11,770 市長 11,770

南浦和コミュニティセンター外
１８施設管理運営事業

＜繰越理由＞
東大宮コミュニティセンターホール照明卓改修工事について、入札不調のため再度入札を行う必要があることか
ら、年度内の工事完了が見込めないため。

款 項 事業名 局名 課所名 金額
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（一般会計：繰越明許費変更） （単位：千円）

款 項 事業名 局名 課所名 金額

査定区分
A

8 土木費 5
市街地再開
発事業費

都市局
浦和駅周辺まち
づくり事務所

90,051

査定区分
A

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

要求 90,051 財政局長 90,051 市長 90,051

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

市街地再開発推進事業

＜繰越理由＞
田島大牧線電線共同溝整備工事(高砂工区)にあたり、関係機関との調整等に不測の日数を要したため。

要求 336,747 財政局長 336,747 市長 336,747
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（一般会計　債務負担行為の設定） （単位：千円）

86

事項 市長・市議会議員補欠選挙に係る業務 補正額 債務負担行為の設定

局/部/課 選挙管理委員会事務局/選挙課 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 要求 5,408

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 5,408

　市議会議員(見沼区選出)に欠員が生じたため、平成25年度に執行する市長選挙
と
同時に市議会議員補欠選挙を執行するに当たり、平成24年度中に契約事務を開始
す
る必要があることから、債務負担行為の設定を行うものです。

市長 5,408

査定区分 A

補正前予算額 -

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

事　　項 期　　間 限 度 額

市長・市議会議員補欠選挙に
係る業務

平成24年度から
平成25年度まで

5,408

〔査定区分〕　A:要求どおり　B:査定率(査定/要求)80％～100％未満　C:査定率60％～80％　D:査定率40％～60％　E:査定率
40％未満
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（特別会計） （単位：千円）

93

111

125

139

予算書Ｐ. 要求 1,176,239

会計名 国民健康保険事業特別会計 補正額 1,176,239

局/部/課 保健福祉局/福祉部/国民健康保険課 〔要求と査定経過〕

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 1,176,239

　さいたま市国民健康保険被保険者に、診察・薬剤又は治療材料の支給・病院ま
たは診療所への入院・看護・入院時食事療養費を支給します。また、国民健康保
険事業にかかる事務費や人件費の支出いを行います。
　平成24年度の保険給付費が当初の見込みよりも伸びていることによる医療費の
支払い及び平成23年度に過大交付された保険基盤安定負担金を返還するため補正
を行うものです。

市長 1,176,239

査定区分 A

補正前予算額 118,115,801

局/部/課 保健福祉局/福祉部/年金医療課 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 要求 △ 125,215

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

会計名 介護保険事業特別会計 補正額 △ 12,101

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 △ 125,215

　75歳以上の方と、一定の障害があると認定された65歳以上の方を対象とした医
療保険制度である後期高齢者医療制度について、制度の管理・運営に要する事務
費や各種負担金等の支出を行います。
　高齢者の医療の確保に関する法律又は、埼玉県後期高齢者医療広域連合規約に
基づき、埼玉県後期高齢者医療広域連合に支払う負担金について、不用額が見込
まれるため、減額補正を行うものです。

市長 △ 125,215

査定区分 A

補正前予算額 17,926,000

△ 12,101

　介護保険は、保険給付の事務や地域支援事業として地域包括支援センターの設
置及び要介護者等を支援する事業を行います。介護保険事業のうち契約に伴う不
用額等の減額補正を行うものです。
　また、生活支援ショートステイ委託、重度要介護高齢者紙おむつ支給について
は、予算不足が見込まれることから増額補正を行うものです。

市長 △ 12,101

査定区分 A

補正前予算額 64,179,818

局/部/課 ①保健福祉局/福祉部/高齢福祉課

予算書Ｐ. 要求 △ 12,101

②保健福祉局/福祉部/介護保険課

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 △ 36,933

　公用若しくは公共用に供する土地又は公共の利益のために取得する必要がある
土地をあらかじめ取得する事業の円滑な運営とその経費の適正を図ります。
　事業用地を取得する際に充当した市債の利子額が当初予算を下回る見込みであ
ることから、補正を行うものです。

市長 △ 36,933

査定区分 A

補正前予算額 887,000

会計名 後期高齢者医療事業特別会計 補正額 △ 125,215

局/部/課 ②教育委員会事務局/管理部/学校施設課

局/部/課

局/部/課 ①環境局/施設部/環境施設課

予算書Ｐ. 要求 △ 36,933

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

会計名 用地先行取得事業特別会計 補正額 △ 36,933

＜事業の目的・内容＞ 財政局長

〔要求と査定経過〕

〔要求と査定経過〕

〔査定区分〕　A:要求どおり　B:査定率(査定/要求)80％～100％未満　C:査定率60％～80％　D:査定率40％～60％　E:査定率
40％未満
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（特別会計） （単位：千円）

153

171

189

207

市長 △ 311,665　大宮駅西口第四地区は、大宮駅西口に位置しながらも都市基盤整備が立ち遅れ
狭隘道路による交通の混乱、建物の老朽化による防災上の不安等の諸問題を抱え
ています。そこで、これらを解消し、都心地区にふさわしい魅力あるまちづくり
を目指すため、土地区画整理事業による都市基盤整備を行います。
　事業費及び公債費に不用額が見込まれるため、減額補正を行うものです。

予算書Ｐ.

局/部/課 都市局/まちづくり推進部/浦和東部まちづくり事務所 〔要求と査定経過〕

市長 △ 48,512

＜事業の目的・内容＞

予算書Ｐ.

会計名 東浦和第二土地区画整理事業特別会計 補正額

市長 △ 83,445

＜事業の目的・内容＞

要求 △ 311,665

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 △ 311,665

会計名 大宮駅西口都市改造事業特別会計 補正額 △ 311,665

局/部/課 都市局/都心整備部/大宮駅西口まちづくり事務所 〔要求と査定経過〕

△ 48,512

局/部/課 都市局/まちづくり推進部/東浦和まちづくり事務所 〔要求と査定経過〕

要求 △ 48,512

査定区分 A

補正前予算額 1,928,000

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

会計名 浦和東部第一特定土地区画整理事業特別会計 補正額 △ 98,963

財政局長 △ 48,512

　ＪＲ東浦和駅の北側に位置する東浦和第二地区を土地区画整理事業により道
路、公園などの都市基盤施設の整備をはじめ、土地の整序を行うことにより良好
な市街地の形成を図ります。
　事業費及び公債費に不用額が見込まれるため、減額補正を行うものです。

査定区分 A

補正前予算額 1,738,000

査定区分 A

補正前予算額 2,094,000

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

要求 △ 98,963

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 △ 98,963

市長 △ 98,963　埼玉高速鉄道線浦和美園駅西口周辺に位置する浦和東部第一地区において土地
区画整理事業を進めることにより、道路・公園などの都市基盤施設の整備をはじ
め、土地の整序を行い、自然環境と調和した魅力ある新市街地の形成を図りま
す。
　事業費及び公債費に不用額が見込まれるため、減額補正を行うものです。

予算書Ｐ.

財政局長 △ 83,445

　南与野駅西口地区において、｢豊かな緑につつまれた公園のようなまち｣をまち
づくりのテーマに、土地区画整理事業により人と環境に配慮した質の高い駅前広
場や都市計画道路等の都市基盤を有する良好な市街地の形成を図ります。
　事業費に不用額が見込まれるため、減額補正を行うものです。

査定区分 A

補正前予算額 563,000

△ 83,445

局/部/課 都市局/まちづくり推進部/与野まちづくり事務所 〔要求と査定経過〕

要求 △ 83,445予算書Ｐ.

会計名 南与野駅西口土地区画整理事業特別会計 補正額

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

〔査定区分〕　A:要求どおり　B:査定率(査定/要求)80％～100％未満　C:査定率60％～80％　D:査定率40％～60％　E:査定率
40％未満
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（特別会計） （単位：千円）

225

243

259

273

補正前予算額 5,594,000

　満期一括償還方式に係る元利償還、減債基金への積立て及び当該積立金に係る
運用益の経理の明確化など、市債管理事務を適切に行います。
　第10回市場公募地方債の発行条件決定により、割引料に不用額が生じたこと及
び利子収入の減が見込まれるため、減額補正を行うものです。

補正前予算額 130,000

　南平野地区は、岩槻区の北東部、東武野田線より東岩槻駅より南東へ約1ｋｍに
位置し、都市計画道路4路線を擁する交通要衝地にあります。
　本地区では土地区画整理事業により、都市計画道路等の公共施設や宅地の整備
を行い、東岩槻駅周辺地区と一体化した良好な住宅地の形成を図ります。
　事業費に不用額が見込まれるため、減額補正を行うものです。

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 △ 29,304

補正前予算額 560,000

予算書Ｐ. 要求

補正前予算額 214,000

　指扇地区において、土地区画整理事業により、道路及び公園等の公共施設の整
備・改善を行い、無秩序な市街化を抑制し、災害に強い・安全で快適なまちづく
りを行うとともに、西大宮駅を核とする市街地の形成を図り、住民の生活向上と
公共の福祉の増進に努めます。
　事業費に不用額が見込まれるため、減額補正を行うものです。

局/部/課 都市局/まちづくり推進部/日進・指扇周辺まちづくり事務所 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 要求 △ 39,200

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 △ 39,200

会計名 指扇土地区画整理事業特別会計 補正額 △ 39,200

会計名 江川土地区画整理事業特別会計 補正額 △ 74,900

局/部/課 都市局/まちづくり推進部/岩槻まちづくり事務所 〔要求と査定経過〕

市長 △ 39,200

査定区分 A

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

会計名 南平野土地区画整理事業特別会計 補正額 △ 29,304

△ 74,900

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 △ 74,900

　江川地区は、岩槻区北部及び東部の土地区画整理事業地区と西部の既成市街地
に囲まれた、区の中央部(東武野田線の北側)に位置しています。
　本地区では土地区画整理事業により、岩槻駅、東岩槻駅を中心とした既成市街
地と一体化した良好な市街地の形成を図ります。
　事業費に不用額が見込まれるため、減額補正を行うものです。

市長 △ 74,900

査定区分 A

△ 29,304

査定区分 A

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

局/部/課 課都市局/まちづくり推進部/岩槻まちづくり事務所 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 要求 △ 29,304

市長 △ 17,600

査定区分 A

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

予算書Ｐ. 要求 △ 17,600

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 △ 17,600

会計名 公債管理特別会計 補正額 △ 17,600

局/部/課 財政局/財政部/財政課 〔要求と査定経過〕

市長

〔査定区分〕　A:要求どおり　B:査定率(査定/要求)80％～100％未満　C:査定率60％～80％　D:査定率40％～60％　E:査定率
40％未満
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（企業会計） （単位：千円）

会計名 下水道事業会計 補正額 △ 2789330

局/部/課 建設局/下水道部/下水道総務課　外３課 〔要求と査定経過〕

　予算書　下水道事業会計補正予算 要求 △ 2,789,330

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 △ 2,789,330

　下水道施設の整備及び維持管理を実施します。
　下水道事業会計の適正な予算執行のため、見込みより増加した資産減耗費、流
域下水道建設費負担金及び企業債償還金について増額補正を行います。また、決
算見込等による減額補正を行います。

市長 △ 2,789,330

査定区分 A

補正前予算額 48,210,218

〔査定区分〕　A:要求どおり　B:査定率(査定/要求)80％～100％未満　C:査定率60％～80％　D:査定率40％～60％　E:査定率
40％未満
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